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ドに教会を代表 して出席 した。パレード

のテーマとして採択されたのは｢全 世界

から訪れた開拓者 を歓迎する｣である。

24日 の早朝,七 十人のレックス･D･

ビネガー長老はソルトレーク･タバナクル

で開かれた第55回｢1847年 時 代｣日 の出

集会に出席して基調説教 を行った。｢わ

たしたちは周 りに先人たちの努力によっ

てもたらされた実をはっきりと見ること

ができます。彼 らは多 くの国々から勇気

と信仰をもって,荒 れ果てた未知の地に

やって来ました。彼らはほかに類を見な

い決意 と勇敢 さによって砂漠 を征服 し,

居 住 地を築き,新 しい生活を確立する

ためにすべての持ち物をささげました。｣

ビネガー長老は,ソ ルトレーク盆地が

世界の国民が行 き交 う偉大な地 となると

騨難勲麟礪
競

欝　㍗

羅豊馨･黄
霧

燕

･蔓
署
鞭
婁

寡
､

♂く
～
醸

。
舞
ミ

謹･溝

ま

　

･三磯 雛 欝

∴。.･磁 羅

誇∵欄 繋礁 爆鍵岬
崇鍵 璽漏 轡 幽 齢 趣試 ㌧ な/`

』 梅

語ったブリガム･ヤ ングの大胆な言葉 を

引用 している。｢地 の国々の王,皇 帝,

身 分の高い人,賢 人たちが この地のわ

たしたちを訪れることでしょう。｣

｢これらの約束は忠実な先祖の心に希

望の種 として植 え付けられ,預 言の成就
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として現在 わたしたちが刈 り取っている

のです｣と ビネガー長老は語った。｢わ た

したちはまさしく,あ らゆる国民 を友 と

し,彼 らが行 き交う地としました。来年

は,あ らゆる国民の旗 として築かれたわ

たしたちの美しい町に全世界の人々を迎

えることになります(イ ザヤ5:26参 照)。｣

ユ タ州知事 マイケル･レ ビット氏 も世

界の人々を歓迎すると語った。｢1847年

時代｣委 員会の昼食会で壇上に立った同

知事は間もなくソルトレーク･シティーに

到着 する聖火 について,｢そ れはこの盆
あかし

地に到着 した開拓者をたたえる証 となる

ことでしょう｣と述べた。レビソト知事は,

ユ50年以上の昔に開拓者たちが築き上げ

た近代都 市に聖火が入場する光景 を全

世界の約36億 の人々が 目にするであろ

うと述べている。2002年2月 にオリンピ

ソクが開幕するとき,｢わ たしたち全員が

開拓者をたたえる精神がみなぎることを

祈念している｣と語った。□

月14日,大 管 長 会 の トー マ ス･S･モ

7 ンソン第一副管長は,ド イッの ドレス
デンステークセンターにおいて,カ ール･

G･メ ーザーを記念する像を奉献した。

｢カール･G･メ ーザーの才能を,一 国,

一 大陸にとどめてお くことは不可能でし

た。｣ドイッ･ザ クセン州で初めての改宗
こんにち

者であり,後 に,今 日のブリガム･ヤ ン

グ大学の前身であるブリガム･ヤ ング･ア

カデ ミーの第2代 学長 となったこの男性

奉献式にてトーマスS

八イロンPヒ ューズ部長(左)

元ヘルリン地方部の八ンス
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員の職か ら先 日解任 されたL･ア ルディ

ン･ポーター長老は語っている。

｢これは円熟のしるしです｣と ポーター

長老は付け加 える。｢世 界中に力強い神

権者と家族がいるのです。｣

ゴードン･B･ヒ ンクレー大管長は11997

年の総大会における開会の言葉の中で,

地域幹部七十人の召 しについて紹介 し

た。預言者は,こ の時代 に地域幹部 と

して奉仕 する｢忠 実な兄弟たち｣が 七十

人 として聖任 され,七 十 人会長会が管

理する定員会 に所属すると述べ た。地

域幹部七十人は,報 酬を受けることなく

自分たちの住む地域で奉仕 し,現 在の

仕事 を続け,か つ自宅で生活する。

ヨーロッパ,ア フリカ,ア ジア,オ ー

ストラリア,そ して太平洋地域 に住む地

域幹部七十人は,七 十人第三定員会会

員に,メ キシコ,中 央アメリカ,そ して

南 アメリカ在住 の地域幹部七十人は第

四定員会の会員,そ して合衆国とカナ
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譲 メ･
ベ ネ ズ エ ラ､カ ラ カ ス の 地 域 幹 部 七 十 人,

フ ラ ン シス]･G･ギ メ ネ ス 長 老 に あ い さ つ

を す る ゴー ドン･B･ヒ ン ク レー大 管 長 。

写真/ジ ェームズ･ス ウェンセン,『チャーチニューズ』

(oねソ【017八ノθ図〆s)の厚意により掲載。
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ダで生活す る地域幹部七十人は第五定

員会会員にそれぞれ召された。

｢地域幹部は七十人として,啓 示に定

められているところに従い,福 音を説き

教え,主 イエス･キ リストの特別な証人と

なる召 しを受けています｣と 当時ヒンク

レー大管長は語った(｢忠 実かつ誠実に｣

『聖徒の道』1997年7月 号,4-6参 照)。

新たに召された地域幹部七十人は,そ

れぞれの地で拡大す る教会 を組織 し設

立するために管理運営の権能を授けられ

た。割 り当てを受けた場合,地 域幹部七

十人はステーク大会を管理し,ス テーク

会長会 を訓練 し,ス テークの新設や再組

織 を行い,ス テーク会長会 を任命 し,地

域会長会で副会長として働き,伝 道部を

視 察し,伝 道部長を訓練 し,そ の他 の

割り当てられた義務を果たしてきた。

｢〔ヒンクレー大管長か ら〕与 えられた

概略はわたしたちにとって進撃命令とな

りました｣と ポーター長老 は語っている。

中央幹部がこれまでと同様にステーク

の組織や再組織 の大半を管 理する一方

で,地 域幹部七十人はその責務の｢実 質

的な｣分 担 を引き受けるとポーター長老

は語っている。

8月 から,中 央アメリカ地域会長会と

新たに組織 されたアイダホ地域会長会

は,す べて地域幹部七十 人で構 成され

ている。地域幹部七十人のC･ス コット･

グロー長老は,最 近になって新 しいアイ

ダホ地域を管理するよう召された。この

職に就 くことにより,グ ロー長老 は,教

会が世界中で確固たる地盤の上 に管理
ま

運営されている様子を目の当たりにする

ことができた。

｢わ たしは教会の至る所で見 られる指
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日本･福 岡神殿 を訪 問中のゲー リー･松 田長老は,

現在地域幹部七十人として働 いている。松田長老 は

今年,ア ジア北 地域会長会第二副会長の

召 しを受けた。

写真/グ レッグ･ヒ ル,『チャーチニューズ』

(0わαro々1Vθws)の厚意により掲載。

導の奥深 さと質に深 く感銘 を受けまし

た｣と グロー長老は語っている。グロー

長老は北アメリカ北西地域会長会でも働

いた経験がある。
きっすい

生粋のアイダホ人であるグロー長老

は,相 分 やその他 の地域 幹部七十人は

大管長会や十二使徒定員会,そ の他の

中央幹部から,個 人的な指導と,助 言,

そ して養いを受けたと語っている。グロ

ー長老は
,七 十人の中で働くことにより,

援 助と友情による慰めを受けたと付 け加

えた。

ポーター長老は,七 十人第三定員会,

第 四定員会,第 五定員会,そ してそれ

ぞれの定員会 会員の成長を目の当たり

にしてきた。｢人 々がチャレンジにどう

対処す るかを見 るのは,.興 味深い事柄

です｣と ポーター長老は語っている。｢彼

らは顕著な働きを行っています。｣□

『チャーチニューズ』(0 σ々rcんノVθWs)の厚意に

より,2001年7月21日 付けの記事より掲載。

呼びかけにこたえ,大西洋を渡って次々とシオンに到着した聖徒たち

デビッド･M･W･ピ カ ップ

かに筆紙 に尽 くし難い苦難 を数｢確
多 く受 けましたが,… …結局,

どのような苦難に対しても,不 平の言葉
ひとこと

は一言も聞かれませんでした。｣l

l840年7月22日,ジ ョン･ムーンがま

だイギリスに残っていた友人や家族にあ

てた手紙に書かれていたのは,こ のよう

な言葉だった。 これは,ジ ョンと41人 の

うち半数以上がムーン家の人々で構成 さ

れていた教会員の一行が,ア メリカ大陸

沿岸に無事に到着 して聞もなく書いた手

紙からの一節である。

これがイギリスか ら渡った末 日聖徒の

最初の移民 団だった。｢ブ リタニア号｣の

旅は特に,荒 波にもまれる船旅を経験し

たことのない質素な生活をしていたこの

貧しい人々の一行にとって長く,つ らい

ものだった。彼 らの多 くは改宗してまだ

問もなかったが,そ のような彼 らを待 ち
ほんろっ

受 けていたのは,風 と波に翻弄 される

44日 間の船旅という試練だった。一行

の指導者だったジョン･ム ーンは次のよ

うに回顧 している。｢生 涯 を通 じてこれ

ほどの一 日を経験 したことが なかった。
お う と

泣 き叫ぶ者,嘔 吐する者がお り,つ ぼ,

鍋,缶 や箱 が縦横に転がっていた。荒
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4



6･▽∠r此ζ]`隅日OL目～ヨL島0ウ8L'e

。丁團`暴圭⑦9
､q!(一▽･!(E蚕'8

。囲1巨9
､α辛罐刈∠∩キ

･∠工髪彰讃臼辛踊4r髪∠乙儲要単i酊潮

邊隔隠茎i晃iヨ尉く丑=drヨ=暗霧圭⑦⊆i､〔≠

〈一▽･くE蚕`隅日己8目∠｣ヲ0ウ8L'L

□09

嘩鉱2コ(醜へ=～4<へ⊃.薯ユΨ具佳rg.臥コ

轟聯尋(∂(き9(帥(ラ(牢`}マ4コ⊃1勲49

抽⑦昇;呈里(∂2コ¢f管喜号蛍⊃1<名4

`Ψ製竈(∂9穿コ曾(季↓者叩(ρ孟a手資

/(4×ぞ×r【露髭コ(毫鉢`宰1誰呈曳へつ(雰

鼻マ(表曹9マ4マ蓼･㍗拠昂2出捏レ需当蟹

宰》〉雛`4つ雲Ψ(ラ珊⊃1(禦マ(∂難¥

･o(撚へ).算脅マ鼻不γG帯畢砂).

つ⊃倒張耳画戻畢/(去･1`まき¢昇;野幽(∂

謁竈日箪(∂YOO9予聴コ囲(∂立準毎6981

%偽砂9セ81。払へ}σ射き¢珊曳ぺ1呆9

tへぞ?.昏翔講孝剴zk¥嘉季恥響4-44

4伝享1コ審(∂老`⊃1(き鼻。4(ン4尋累1鉱

轡葺2鯛卿掌li男ll∫(∂臨着ωユ(ン遙⊃珊斑

繋。マ(ン4尋宰ゆ勲(零曾辛壽冨き字罷¥k

尋謝馴`勲穿.窪扉笹⊃旗くrl一素一τコ

44:一屋一て=Q4(写!罷¥k(∂3室lkへ尋

穿(ヨマ身(ヨ4嚢聾(∂賜監`q(季ユ鯛剛Ψ

弱目禦携04σ4尋‡1立勲(みへ尋(ラ[彰尋

靭馴9.昏厘耳1⊃α(印(∂跡呈レ`写1厚4認

藷詳ツ濤孝号蛍⑦v/(必4`Ψ4宰立¥1

需コ曾ゑ田期(訴¢盟¥k4辞粟王1雌(∂鉱国

腓。マG(乎立}Ψ(∂(}2(童コ量i睾準1筈鍵

⑦(き4よa千る/(4×=～説/(4誕く♪

o(芸曳へ}

σ尋;～欝2呈(∂雌昌=～鯉浸(∂(44認竈4つ

型耳じ1艇(∂購τ準M9(季`膿舟む(》3士

`Ψ〉多撃廻呈目4σρ(ンΨ昇劉鍵。4G

4尋3/y;～雲1累1×一｣ン管マ溝孕興職〉尋

2⊃安朱レ孝職聯⑦4Y∫亘レoマ穿(ヨ宵〉多

4号暫.喜;～墾孝細`}σ尋2皐oマ⑦誉

蟹尋潮騨26(洋1ケY4G髄山曳へ翅轟

9｢o幸弘葦(∂葦書§字畔コ`(訴¢聰認(∂

穿4つマ儲4宰).つ⊃旧⊃li霧爵`翻頑至r

。【へ粟詳〉}σ搬尋当毒尋甥蜂`}田⊃1

士ム忌1劉釦煩普勲罫9零弘。曳へ粟評〉}

つコ¢f9狙孝働尊9(牢(〃導巌(筆}つ⊃1

穿誰【へ。喜翠曳へ韓:¥=§¢Yマ6尋〉;1`ユ

図剴き¢臓影o.鼻ユ婁暴盗(ラ4σ尋〉尋穿

聯孝d孤y}Gアコ韓雛`つ4つo喜立

S

∠一τ=･壬一4壬

宙讐2量Ψ`立(∂【へ尋ア1二～⊃劔蟹立【へ翅

雛｣o曾q}つ旱量⊃瞥丁(∂コ準1珊弘中

⑦妾04つ箪甥⊃1(鯉4(∂昇=罫鍵濠｢織ン

4身斑(∂v･く必4｣`⊃園写1楮¥x<一昼.

ぐ･･(蓋昇当魂(∂メ4r一丁4。マ気へ)6

尋死革撫…(D.6ぞ⊃吟4曽考;【へ鑑ゆ耐昌
むぜ

摯碧:}つぞ蓄珊寧1姻畢(∂繋墨¥`μ4

曳へ}(ン聯孝年髭尋ケ難羊陽;黛鼻ミラ聯

｢Q46独宰1盒孝胃弘申

⑦遡⑦影?f<E6§¢乙}E6【へ【酵04kへ

辮宰耳洋1掛`§¢46詳騨淋9季つ}つ蚤

}レ4(馨}σ狙尋輩尊尋4誰(孝Q4(ン尋

〉尋(ラ尋淫畔勲尋鼻鍵コ奮鴇尋鼻Ψ(∂士

孤譜(ヨ4軍鴇餅暴`(汐44つ2♪量き¢¥k

暴⑦富｣o寡つ理コ9マ⑦玖`}つ最回

學2コこγ6尋⊃O当蟹遅Y(∂3!y=～劉`醍1

9【へ).σ華⊃1轟:F,4`♪丁4･×ムー寸

ラ｢……。4つo

冨}kへ躍畢'ギ聯⊃1(享マa49罪噂婁`囲鋼

⑦3γ需室1中囲(∂翼(∂妾……。4kへ}

勲4尋叢呈マ(ン(}コ(∂藁`〉つ蚕}⊃匹ア

⑦欝滋勲}6回募重尋鼎⑦ケY⑦韓¥4

頑二L穿(奉へ襲畢騒呈勲刑:。4り⊃旧母誕

く堀･∀4r【ム}(圏罎立鴨⑦妾準1つマ畔｣

。曾曳へ}!迎呈⊃匹了(∂コ羊14f髪コ24･×

ムー寸曾(聖立Y一⑦曽等4G(如年コ旦一

(∂コ04つ響{野)曳へ牽孝彰竈⑦YOε1》

マぞQ峯⊃1｢含一6×丁壬[1｣勲罪答×ミ×

･V･ぐ一E蓋`暑;吾乙ζ織孤4いd一客

乙4θ4`穿吾誕/(ん･∀4rL訴4マ溝

畢戻男(∂立説･ぐ4誕/(2コ目セ虫τシ81

。4算粟罷慮}6ア⊃冨くを･マ

4r[ム⊃1影き¢琴聾曽鍵鵠)9`コ9:f曾

宰鉱毅璽立罷`}つ雛亭⊃1(享4製董(∂

4n〆ム字々Ykへ尋(∂厚鮨。マ算(ラ(錠蛍

き¢等聾曽鍵コ(》R;～一(∂{タ十レ藤i彰掌1ユ
ツぽをゆロ

曜葦。マ!1⊃匹ア曾穿9些嬬鰯轟ぎ¢}y

享`つ濯裂孝ぞコ9(聖毒音一侭鯉早財日尋

盗∬コ瀕:轟勲穿=γ昇;彙纂禦申孝。;γ6尋

⊃1¢f9与一〃一ル壬尋鴨⊃1(表マ(∂(44

曽》(∂癒¥曾垂轟婁畢曽鍵`}(〉賜蓼

謡魁恕鍵.勲等羅⑦×r[吉♪`〉尋(}[劉

ε｢……。準罫へ}つ櫻

劉⊃坤孝孝2コ46尋2》量(玄つQ。こ!11

立/y吾準Q(牢(》2コ9与酬塁(曇マコ>6

錫(曇つφ¥n4(孝`}Gア⊃1騒呈4警画

γ罷マ鯉`つ･¢つ。4つユ｢ソ吾準頃}(ン

宙罪R曾穿(きマ鯉き¢岳目⊃1顯呈(∂3雲腱

コ累n49。4つ季つ型耳1コ瑠[劉尋々禦

`つ覇i融孝購釦
曳へつ畢判(44つ4go4

つΩ.ツ吾準Q膨3婁1曳へf}G呈=～>4σ

季孕;～コ9.昏蟹秘コ瑠晶2》つ呈(oヨ劉

穿コ`(表}つ2払ヘンへ囲(訴偽字穿詳マ

ぞ4`宰2マ託喝畢銘昭⊃γソ鼻て暑｣Q管

4{タき¢;～コ4(イ面Q峯孝呈き事尋劃立･ぎ騒

呈(∂(き穿o)6宇⊃1雌昌§¢(孝4認竈(∂願

鍬`2{曇i嬰孝携士マ6慕募是コ蚕箪3冒

導4寒}11簸⊃M/(ζ;4<然¢･<寸ン4

4･マよr肛♪44つ暴;ni至コ4-E一τコ

Q4穿(う(鯉警O困コ喜鞠

kへ載(∂習到暴一判(ラ珊マ6垂コ｢含4r【∫

払×一∠｣。4kへき字く寸ン/14･マ孟r【♪

44(圏鍵孝営一(〃等吾腿戻男(凋呈戻導

×rl鳶髭↓昇=当迎`⊃1中(∂首》腱(りY

セτ4(ン畔叫⊃凋Z影曽鍵⑦Ef6…捗0セ81

Q4(ン4尋塁

弘(》;～コ9マ曇暴;(}ぞコ.喜4髄母湘準マ

算鼻(ラ鋼}σアコ興マ穿峯。4算9舞1宵

2々)裟⊃1鼻巌尋貸管マ璽マ更暑⇒⊆丁

曾喜貫謡累1(ヨ珊煩尋宰ユ6一室噂者呼(ヨ

劔"Q囲⊃1軍鴇尋鼻ΨQ4σ4払¢つ9

割鼻丁(o貼壱型(〆1田寒蔓`〉尋勲ユ×

/1寸!弧ム(∂窪kk。マσ尋コRコ9.昏型軍

⊃ll琳¥k尋脚冨⊃1(ラ実(袖了呈き耳ヲ⑦立霧尋

箪1郵(∂Q4劉マ皐}つ饗勲餉ユ×rl吉髪
`写1(44製竈4つ雛毒コ｢薯よコ〃r

tム｣

。40詳Y×r1壽髪寧1(∂4曳へ).(汐早孝〕無

宗藤(∂冒琴灘}(ンマ(搾湖虫09鰐`(汐4

4G尋需聯Y¥`つ曽鍵き¢3/y2霊洋堤

当迎⑦×r[吉髪Q4つ野鍵(ラ4孟a羊護

･(4×=～×ri憲♪墨¢穿マ昇;峯魂曳へつ携⑦Y

OOO`9互殖豪⊃ゆ季曾マ1駁孝半陛尋04(圏

影勲･帽2釦コ卵璽尉(㌶9↓号蛍v･ぐ名

るコ穿4曽等`ア1(44甥灘耳⑦{母奮マ穿

%へ牽⊃1罪普4`一Ψ/(士･つ･一き/一コ(∂等

再…彰認i忍==十Q46季騨(き4些歩一尋9ア

⑦コω毎0セ9{‡1回着鍵⑦(44認竈46蛋

2ケ)裟⊃1剥:¥4nrよ}マ騨尋まき星¥

z｢。留へ}勲蒼(柔射き¢騒呈尋堅:¥誰∬宰1

コ戻(∂〉/(4ζ/で。(ラ4詳(∂(}尋〉駈`)

つ更縁覇認尋9T⑦コ。9妾田孝導雲(}

3穿勲。?尋⊃1i肇⑦当需9マ鼻孝盆コ(∂

傷4Y留峯.).【へ饗⊃瞥マつ4畔｣。弘へ

}a2呈母2コ4穿(ラ焔コkへ量尋9T(∂)裟

宰候一∀･/(昼養4鐸季嗣;1赫…夢量9kへ需

厚鄭曳へ戦(∂摩雛`輩尊尋辛]諜`導彫

｢Q4つ2冨畢日⑦老判

傷404(牢⊃洋季9穿粟当ξ観コ忍9丑辞

ぜ
ー

-
㍉

､

｣｣

1

↓



レイ トンか らの 手紙,同 上 。

4.ト ーマ ス･ク エイ ル 自伝,同 上 。

5.ダ ン･ジ ョー ンズ,℃uidetoZion"。

6.ス ーザ ン･イ ー トン･ブ ラック,"iHavea

Quest[on∴ εηs4gη,1998年7月 号 。

デ ビッ ド･M･W･ピ カ ップば イング ラン ド･プ

レス トンス テーク,パ ーン グー ワー ドの会員 で

ある。 『チャーチニ ューズ』(0畑 昭わ1>θWS)の

厚意 により,2001年8月4日 付けの記事よ り

掲載 。

変化をもたらす教会員
ペルーの会員,隣 人を助ける

ジエーソン･ス ウエンセン

マ周辺の教会員は最近,ペ ルーで

り起 きた地震の被災者に,米,豆,
缶入 りミルク,そ のほかの必需品など,

少 人数の家族が1週 間過 ごせる分の食

糧を詰めた箱 を贈った。 しかし何かが欠

けていた。

食糧の箱 を受ける人々は,ア ンデスの

国の町々を破壊 した一連 の地震のため

に,物 心両面で打撃を受けている。米

や豆 は地震の被災者の飢えを満たすが,

日々苦悩の中にいる彼らに,.ほ んの一瞬

でも明るい気持 ちになってもらうために

は,何 が必要なのだろうか。

ペルー･リ マ･マ ランガステークのセザ

ール･フ ッカー第二副会長は
,次 のよう

に述べた。｢わ たしたちのステークには,

食 料品のプレゼントを受ける人々は,必

需品のほかにお菓子が少 し入ρていたら

喜ぶのではないかと考える子 どもたちが

いました。｣そこで子どもたちは食糧の箱

の中にお菓子を1,2個 含 めた。喜んでも

蝋
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らえると思ったのである。

また,大 半のプレゼント箱 の中には,

末 日聖徒の子 どもたちか らのメッセージ

が,そ して 『リアホナ』,モ ルモン書も含

められた。それぞれの箱の底には｢末 日

聖徒イエス･キ リスト教会からの贈 り物｣

という簡単なメッセージが書かれていた。

6月23日,ペ ルー南部を襲ったマグニ

チュー ド8.1の 地震後,時 を移 さず,教

会の福祉事業部 と南アメリカ西地域会

長会 は,被 災者 に援助の手を差 し伸べ

た。大 きな余震も続 く中である。

リマは地震 の被害を免れた。 それで

も教会員は,ア レキパ,モ セクア,タ ル

カなどの町々で同国人が被害に遭ったこ

とで,恐 怖を感 じていた。

ペルーの教 会福祉局員のジョージ･ホ

イーラー長老 は次のように述べた。｢わ

たしはリマのステーク会長などから,会

員が衣料 品や食糧の提供を申し出てい

るとの電話 を受けるようになりました。

そこでわたしは組織的な援助活動を築 く

ことを提案したのです。｣

ー
婦
.

樋霧

南ア フ リカ,ロ クス トンの学校 の生徒たちは,地 元の教会 員によD

提供 された土地の 自分たちの 区画 で,自 分たちの食糧 を育てている。

写真/ア プリ力南東地域会長会の厚意により掲載。

リマにある33の ステー

クの 地 元指 導 者 らは,

食糧 の箱3,000個 を地震

の被 災地 に届 ける目標

を定めた。会員たちは求

められた食糧の品々を地

元のステークや地区のセ

ンターに持 ち寄 り,箱 に

詰 め た。 そ の後箱 は,

地 震 の被 災者援 助 を受

け持 つ国の機 関,ペ ル

ーの市 民防 衛 局に運ば

れた。

ホイーラー長老 は,彼

をはじめとする指導者 は

当初,各 ステークに期待

していた寄付はそれぞれ

リアホナ/2001年12月 号

6

10箱 程 度であったと述べ た。 しか し間

もなくステーク会長たちか ら,も っと空

箱を用意するように求められた。ホイー

ラー長老はこのように話 している。｢今

後,空 箱をさらに500個 購 入する必要が

あるかもしれません。｣

『チャーチニューズ』(0加roわ～θwε)の厚意に

より,2001年7月21日 付けの記事より掲載。

南アフリカにおける｢天 からの祝福｣,

菜園プロジェクト

アフリカ中部の小さな町ロクスト

南 。の菜園プ。ジ。,,は,野 菜以

上の収穫をもたらした。地元の子どもた

ちは,教 会員のある家族より提供された

土地の一画で,自 らの野菜を育てて学

費を稼 ぎ,家 族が食を得 られるよう助け

ることができたのである。

｢子 どもたちが野菜を自分と家族のた

めに育て,ま た自給は利益 をもたらすこ

とを学んで責任感を身に付けていること

が,こ の企画が もたらした利点です｣と,

アフリカ南東地域広報宣教師 として妻の

キャロリン･ジ ェンセン姉妹 とともに奉仕

しているジェラル ド･W･ジ ェンセン長老

は述べ ている。｢彼 らは末 日聖徒 イエ

ス･キ リスト教会についての知識 〔も得て

います。〕｣

この企画はロクス トンに住む教会 員ロ

ン･ロ ビンス兄弟とバーバラ姉妹の夫妻

により着手された。最寄りの末日聖徒の

支部まで300マ イル(約480キ ロ)以 上も

離れているこの地では,教 会の集会は,

活発会員のロディー･フ レイザー家族の

自宅で開かれている。最近,ロ ビンス

夫妻は,ヨ ハネズブルグよりこの地 を訪

問 していた会員バ リー･ジ ェーコブス兄

弟 とジーン･ジ ェーコブス姉妹 の夫妻と

話をする機会があった。この2組 の夫婦

は,学 校の生徒たちが置かれている厳

しい状 況について話し合った。生徒 た

ちのほとんどは,空 腹のまま登校 してい

るのである。

ロビンス夫妻は,子 どもたちの通 う学

校 の近 くにL6ヘ クタールの土地を所有

している。その土地には貯水 槽のある

井戸が二つあったが,貯 水槽 に水をく

み上げる動力がなかった。夫妻は,も し

電力 と必要な水 を供給するためのポンプ

､
}

'1
.

.
一

陶
掴
■

ヒ奪

､



L

∠一τ=･壬一4壬

蟹YOシ4つ雛用}勲回⊃はヨ名壬丁弘

霧罪鋤:躍轟蕪τ
勘理i匹層嘲亘Y

o聴暫qこf)重2呈⑦･q科日8己目∠主LOO♂qこf)

コ翼劃⑦(sル1θ八1σoゾησo)『Z-1==壬一4一壬』

｢o,喜ユ話審》!曾(4(∂

君窪4儲o。4つ;勘(外¢羅塁晶中}【へつ

臼浮箆。4つ準勲裂雰鰐弘準〉悪)託慢

粟孝翻翻⑦}ン喜`易き¢(》算詳。4つ季

勲蚕母騎劉⊃坤橘蝶奏ヨ障⑦…ン測つマ(剖

Q4》!襲9⊇ア粗×4孤♪4い4/(6ム身(聖

弘i響等廻阻幽。払へ摯ケY4ぞ懸畢達甜ヨ

曳へ騨(訴例4;τ6ロム昇宰(∂コ`累に坤

⑦々Y4G尋;～一4･/(霊×⑦罷駁嚢煮

Q4峯).6毒

丁鷺YOシ`Ψ曽ミラ瑳(∂爵鯉虫(2(叡(ラ(乎
`誰(き尋》(∂虫φ県`髄(∂日宗9穿(処髪

§墜履暴⑦コ04G墨246詳2量･㍗49宴

〉}峯Y∫亘レ⊃劇話`立⑦464尋準1>多

3雲1螺妾き¢虫ψ皇9(聖(∂灘融胆導⊃N4

丁護ロニ丹窪`翠1踊攣4髪4孤ム･一r【一

Ψ4つ繋融尋寸4:丁るロ訴(∂⊇04σ壬と

孝嬢Y士⑦笥癒重1`勲丼郭孕侮1曳へき¢蟹

(∂罷罷簸斡藁`)叩つ由⊃蘭雛目孝鴻

蓄⑦鞭星き昇宰由φ皇勲昇茸昌手(∂郭呈葦
'。4〆1⊃1

kへ穿寒

孝嘉)に9(李⊃1輩(∂斡藁`託削;孕耐を平
`つ孝Qn×卓`つ陽Q鱈;孕‡`和丹嘉畢》

二`}6認日一¥;孕日i瑚丁。4つ{彗暴

孝留唖戴⑦辮古kへつ量4算(ヨユ駁⊃1(圏

マ⑦穿マ(}3･去【へ尋穿i暮箪｣孕謁コ季重認⑦

饗蝿賑斑警野6
留軍毎刈6エ4口`判睾`曹琴准(り♪6

o聴騨q甲ユ哩自⑦(5ノレ1θ1V》o/r7qo)『γ一五=壬一4壬』/重&

。筥望∠:2∩髪乙受ρ彊;章〔㊤誕

⊆i､α曽¥准⑦窪恥曾阜里2量駐講鴎尊烈c畢懸α葛鴎⑦剛⑦｣を(藷*

。讐踵q牢箪2呈⑦r1阜旧8～ヨ目∠主;LOO己唖G甲

コ婁吉1(P(Sル1θへlqoノηqo)『Z一τ=壬一4･壬｣

｢09アつ弘曳へ尋銘撃勲輿皆

9【へ;～くま4r缶(};～〉尋φ`き¢4り季曳へ

摯々Y曳へ尋宰立昇羅コ翻ヨr孝騨捗(∂等導

(∂穿マつマ畔。4つ翠宰画き¢3コ曾マ肯

母…影喜⊃塒Y(∂ケYfl(44つ4畔立雍

⑦4(き∫亘月o曾kへ}6呈呈罪li軒等崖44r･4r

T∠(∂4一必×訊乙4/1･･ぐヨr津ム2

｢4つ羊マ脅尋轟蟹尋宰¥コ事Y(∂々Y

マン射つi塁尋･圭4穿4aマ轄`§字4つ

弘(が豪尋購寅)(敦(搾`罪1唖占占⑦(享4つ

マ酵弘草いへ2丹窪?毛酵⊃1暫⑦》｣

｢。4つ季

【ヘユσ尋⊃四》2》`準に悼ぞ4(ン(孝認

`摯鉱｣046墨口Y一⑦朔罐耳ぞ｢喜弘

9･¢マ翰}つ噂毒弘/ソ量04つ立'y吾季

Q劉〉マ6皐fl蟹畢`翻(∂ii誕賜(∂コ｣

。4つ単盟コ遡邊(∂材∠99`z孝箭

励尊ωコき¢甥聯耳丑彙}つ妾。詳｢ソ警

輿睾尋睾男(〃つ畔kへ壱*コ籔嚇尊ぎ忍

攣⊃1士魁`つ蛍轟⊃選但ミ穿蛍(∂雲恥`判

旨考霧(∂4一.4×ヨ孤44･/(3rt身乙
`日セ目乙。4つ与拳幽孝輕呈冊宰暴畢(〃(圏

マ曾諏(ヨ駐濠》つ呈(∂遡髪蝋籍`二).つ〉

Ω回孝瓠2/ソマ室R量霧ωコ準噌》鞍

Q4つ購話畢α軍呈き

馨影:弊(誌字尋頃母孕轟罐互目‡;～辞;…≒十乎

/(鼻rげ乙勲担鍵輩冊豊。4つ磁籍}･へ

ρ葺⊃嘔1捏マ穿粟但麗穿(ヨ翼Q:f⊃1担鍵

輩讐豊!図塒(∂ζコム`き字遡嗜0セ(∂製語

日辛。曾頃).勲葦濠呈盤壱触蟹⑦24

σ詳輩聾冒尋写噌導猛Q塾へ)!1彙腓

⊃匹宇身甥尋貝提鵠輿翻母霜払琴黎斐

冊豊図聰`翠1昇;彙昌擢軸*(∂4一曇×訊

孤44･/(昇6髪乙`}

Ω/y辛⊃1¥蜘rI1¥(ρコ

。4曳へ)
.和蚕コ胆重尋

呈最(∂29マ91幸藻ii醍

⊃1(享耳(ラ4畢鮭⑦担4

1εき¢YOOO`ε旦Io:¥っ

脅4摯母皐職ぎ忍⊃魍

聾罰`つ¥軸⊃恒(穽l

rr1)r/(渥♪･∫`立潟(∂

画駒4曳へi蛛[劉目49

Q4G墨

勲吾螺∠誕ム･寸4応!∠

⑦鯉年町ロ4r且･くヨ

rtン乙マ｢4つ睾宰ρ当⊃Rコいへぞ認狙

2旦:Ψ⑦9kへ).6i副`)ノ肖r;孕糎⑦鼎｣
。4マコ幽4昇?翻⑦型`3

二瞳灘涛群響謙9 'Rm箪覧うユc軸¢量｣

o讐自緬掌輩2呈⑦.∩簿日L∂冒∠主rLOO召唖O甲

コ隠自⑦(sル1θ八1σoノηqo)『Z一τ=壬一4･壬』

｢。喜弘慰附(∂(ラ4

坐罪週Ψ(∂コ。喜罫へ}}睾⊃嘔…右孝等

畔(∂妾寧1(}3･£oゑ準曳へ).つi認セ(h孝喚賜

マ}県画岳目`マ脅孝*`宰酸;孕車鞘

`⊃1(禦:γ(Σ聖⊃IY(∂担冥掌14季`⊃1(圏4

身ン尊§字溺霧(∂音目準1(享4(薄～壬Q4

つ…9薯)つ嬉准孝童癌(∂}揉垂レ多･¢捌⑦妾

`<ロ～ζ`ツΩツ⊃1`車'ソ算9劉享1穿マ

摯3士。ゑ毒禦ZI94箪乙宰1菌鯉虫(∂

宴4(}3･去4穿(ラ}宗Q陽孝厘図｣。9

kへ).つ理コ¢fω)兵宰,昇≦智･(;ト<=r6

。>kへ}つ蒋普畢製尋董仔毎彰`}つ=～輕

曇丹窪準1毎φ皇(∂到呈単資一償爵`4一

姜×/(4･4ムー4･4r吐乙よ畢`コ(ラ曵

oマ用つ由孝講曾マ灘孝裂劉轟

マ裂宙腰(∂厘図(∂(44影目》(44(》3

･去`掌14`婁･･くよE69kへ}つ激冒r}つ

妾。4つ導蟹尋講聖雛(∂(禦マ9諏丁》〉

尋宰罫lxンム･く堀養⑦羊謡4準。4叩

つ由29fマi覆`つ堆尋町丁判一ムー4仏

･･(》。4つ鴻蓄母働集身懇呈膨⑦(汐4曾

ゑ甥曇孝ムく藷2避星`享1×∀蓋よ･ぐ

一Eぐ管(乎ユ朔響当墨(∂季幸04丁醇蓄孝

鰍翻2馴鋼⑦(汐4?}軍》融覆×4孤雷

4`一ロ寸/(広;～一〃一～ぐ⊃1(ラ薄`Q睡畢

黎⑦阻･1f訴一4`つ要騨孝寸･(婁一霊･ぐ

広導:塁ア1×一ぐ/(∫･ム霊⑦¥認。詳ツ

焉⊃歴}畢ぞコ曾9雛⊃1寸4:丁β[1二`(}

穿マY曳へ尋ユ首等羅尋珊コ血⑦睾ζ町

。マ穿粟士暴;§例4=〔養[1二`⊥(∂顛

舞⑦等吾ミ穿04算袈孝塙監Ψ塗¥(∂新

卑4一々壬4き/･一r赴〃手そ罪吾一堀｢白4

y･説孤a譜⑦朔羅耳羅豊`'1器軍口考

普》駒町:車學4丘乙よ準匪¥×･(a[1

。曾皐ユ運;～コ(ン射孝丑巣⊃li認

五瞬馨准ω蓮痛立[d塑図(∂{チ目§¢Y-

Y一(}3･去`淫畔.鼻9を。7勲{チ⊃1厘図

尋粟Ψ⑦宙Y-Y一製…拝`つ賜堆畢窮

=F。マつΨ翼;～9ア'1旦話孝巫Ψ9勲範

孝(享4認耳ヲ`勲(ラ尋曾宰弘き¢マ2曾魁畢

O

｣

.覧

己ー

ー

..…

ー

■



成 の人道的奉仕遠征 旅行に参加 した。

｢エンゲージ･ナ ウ財 団｣(EngageNow

Foundation,ソ ル トレーク･シ ティーに

ある非営利の人道的奉仕 団体)の 後援を

受けるこのグループに参加 したのは,ユ

タ州スプリングビル,ス プリングクリーク

南ステーク,ス プリングクリーク第9ワ ー

ドのアレックス･フ ェンスターメーカー兄

弟とイーグルスカウトプロジェクトのコー

ディネーターであるユ タ州ハーバー･シ

ティー,ハ ーバー第1ワ ードのブライアン･

アンダーソン兄弟である。 アレックス兄

弟は,カ ーサエララに近いデバッドバ川

に設置 されたポ ンプ重力移動給水装置

の組み立てを指導し,ブ ライアン兄弟は

視力障害 を持つ人々のために32キ ロ分

にもおよぶ眼鏡レンズを提供 した。

｢だれ もが レンズを欲 しが りました｣と

ブライアンは後に述べた。｢眼 鏡が一人

一人の目にきちんと合 ったと思われるま

で,次 か ら次に試着 させ ました。唯一

の問題は,十 分な数の眼鏡が なかった

ということです。｣

ア レックスはエチオピアへ旅立つに先

んじて,裏 庭 にポンプ装 置の見本を作

った。この装置は,川 の流れによって生

じる電力によって稼働し,部 品の中にろ

過器と貯水タンクがある。給水装置のお

かげで,蓄 水に3時 間以上かかっていた

のが,1時 間で済むようになった。(村

の女性 たちは以前 は水を得 るために毎

日デバ ッドバ川までの往復 の道のりを歩

かねばならなかった。)この給水装置は飲

料水 から発症する病気が原因で亡 くな

る乳児の死亡率を50パ ーセントから75

パーセントも減少させる可能性 を秘めて

いる。□

『チャーチニューズ』(0加roわ1Vθws)の厚意に

より,2001年8月4日 付けの記事より掲載。

｢分かち合いの時間のためのアイデア｣追 加分2001年12月

幽以下は,初 等協会の指導者が『リアホナ』2001年12月 号 に掲

載の｢分 かち合いの時間｣と ともに使用で

きる｢分 かち合 いの時 間のためのアイデ

ァ｣追 加分である。これらのアイデアに

対応す るレッスン,指 示,活 動は本号

｢フ レンド｣4,5ペ ー ジ｢何 とうれしい 日

でしょう｣を参照する。

1.｢ク リスマスの歌でお話｣を 準備する

ことで,子 どもたちがイエスの降誕 と再

臨に関する預言を幾つか見つけられるよ

う助 ける。『福音の視覚資料セ ット』(以

下『視覚 セット』)から救い主の降誕 と再

臨の絵 を用 いる。各絵 の裏面 に,そ の

出来事 の簡単な説明,そ の出来事を預

言した預言者の名前,そ の預言が書か

れている聖句 をはってお く。絵を高 く掲

げる子 どもとナレーションを務める子 ど

もを選ぶ。それぞれの絵 に適 した歌を歌

う。例:

●『視覚セット』201ニ ー ファイ 救

い主の母はナザ レ出身である。(1

ニーファイ11:13,20-21)

●『視覚セット』200ニ ー ファイ そ

の御方の名前はイエス･キ リス トと

言われる。(2ニ ーファイ25:19)

●｢視覚セット』203レ ーマン人サム

エルー 大いなる光 と新 しい星が現

れる。(ヒ ラマン14:2-5)

●｢視覚セット』240イ ザヤ その御

方は天の御父の御子であられる。｣

(イザヤ9:6)･

●『視覚セット』238マ タイ｢イエス･

キ リス トは再び来 られる。｣(マタイ

16:27)

2.一 人 の子どもにベ ツレヘムでの救

い主誕生の物語 を話 させる。イエス･キ

リス トがつつましくお生まれになったこ

とを強調 し,そ れにまつわる歌 を歌 う。

その状況 と,キ リストが再臨される時に

起こると預言者が述べてきたことを対比

する。再 臨に関する聖句を子どもたちに

調べさせる。事前 に各聖句 の要点につ

いて記 した紙を用意する。(例 イザ

ヤ65:25地 に平和が訪れる。マタイ

16:27天 使 たちもイエスとともに来る。

マタイ24:30イ エスは栄光の雲に乗っ

て来られる。マタイ24』:36一 主の来られ

る日を知 る者はいない。1テ サロニケ4:

16一 主 はラッパの鳴り響 くうちに天か ら

下 られる。教義 と聖約76:108一 イエス

は地を訪れ,わ たしたちの王 となられる。

教義と聖約133:25主 はその民のただ

中に立ち,治 められる。)救い主の絵をは

り,子 どもたちが聖句を見つけたら,そ

の絵の下 に聖句を記した紙をはらせる。

キリストがつつ ましくお生まれになった

ことと,後 に再臨される時の栄光 との違

いを子どもたちが理解できるよう助ける。

10人 のお とめのた とえについて話す

(マ タイ25:1-13)。 レッスンの前 に,

聖 書に登場する明か りの絵 を厚紙 には

る。後で明か りに紙を入れることができ

るように,上 部は開けておく(｢わたしは,

イエスさまのさいりんをしんじます｣『聖

の道』1995年9月 号,こ どものページ,

10-11参 照)。5人 の賢いおとめが花婿

の到着に備えていたように,わ たしたち

は救い主の再臨に備えられることを説 明

する。子 どもたちに自分の明かりを油で

満た し,救 い主が再 び来 られる時に備

えるため,今 自分にできることを書かせ

る。そして子どもたち一人一人に,書 い

た紙を明かりに入れさせる。救い主の再

臨に備 えるために行うことは,わ たした

ちの生活をより幸福なものとし,い つか

天の御父と暮 らすためにわたしたちを備
あかし

える もの で あ る ことを 証 す る。

3.そ の ほ か の 参 考 資 料;｢レ ー マ ン 人

サ ム エ ル,イ エ ス･キ リス トに つ い て 話

す｣『 聖 徒 の 道 』1996年6月 号,こ ど もの

ペ ー ジ,14-16;｢キ リス トの た ん じ ょう

の し る し｣『 聖 徒 の 道 』1996年8月 号,こ

ど も の ペ ー ジ,2-4;｢イ エ ス･キ リス ト

の た ん じ ょ うを あ か しす る よげ ん し ゃた

ち｣『 聖 徒 の 道 』1997年12月 号,こ ど も

の ペ ー ジ,8-9;｢か み は よげ ん し ゃ に

語 ら れ る｣『 聖 徒 の 道 』1998年2月 号,こ

どもの ペ ー ジ,4;｢イ エ ス･キ リス トを あ

か しす る 人 た ち｣『 リア ホ ナ 』1999年6月

号,フ レ ン ド,14-9;｢し ゅの 来 られ る

時｣『 リア ホ ナ 』1999年12月 号,フ レ ン ド,

12-13□

ζ
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父親か母親をしばし独 占して過ごすこと

ができるのである。親は常に平等に接し

ていても,子 どもたちにとっては時に親

を独 占したいという押 さえ難い欲求があ

る。その思いを満たしてあげようと始ま

ったこの行事はことのほか子どもたちに

好評で,も う5年 も続いている。ほかに

も夫婦 だけで出かける日など,家 庭内

のイベントは盛 りだくさん。最初 の3人

までは大 変だったが,そ れ以降は家族

で子育てを楽 しめるようになった,と 信

子姉妹は述懐する。｢ど うせやるなら楽

しく｣が姉妹のモットーである。

教えをそのまま俸現することの力

英治兄 弟は,長 年の子育ての経験と

穏やかな性格ゆえ,自 然と子 どもたちに

対する愛情がにじみ出てくる。しかし仕

事を終えて疲れ切った体でも,気 を遣っ

て笑顔を絶やさず優 しく接する｢努 力｣も

している。｢教 会の指導者の勧告に従っ

て善い夫,善 い父になることはとても大

変なことです。努力が必要です。しか し,

親 の姿を見て成長する子どもたちが,将

来良い家庭を築くことを思えば,勧 告に

従 うよう努力するのは大切なことです。｣

英 治兄弟 は｢善 い夫,善 い父｣に 真正面

から本気で取 り組んでいるのである。

そんな英治兄弟を信子姉妹は次のよう

に表現する。｢夫 はまるで初等協会の子

どものようです。子 どもはそれほど多 く

のことを理解 しません。たとえば大人が

10を 理解できるところを,子 どもは二つ

しか理解 しない。けれど子どもは,そ の

二つをしっかりと守 ろうとします。夫は
おさなこ

そんな幼子のように,主 の教 えや指導者

の勧告に対 して真正直に熱心に努力する

人なんです。理屈っぽいところや,子 ど

もに原則を教 え込もうといったところは

ありません。けれど,一 緒にいるだけで,

とても自然に,自 分の過ちを素直に認め

反省させて くれるような雰囲気のある人

です。｣会 社から帰っても夕飯ができて

いないとき,信 子姉妹の帰宅が遅 くなっ

たとき,英 治兄弟は責めるのとは正反対

の愛情あふれる言葉をかけてくる。

あるとき,幼 い弟が姉 の大切な工作

に穴を開けた。やっていないと強情に言

い張 るその子 に英 治兄弟 は｢そ うか1

してないのか1お 父さんは信 じるよ｣。

思わぬ返事に意外な顔付 きの子どもとし

ばらく優 しく話 し続けた後,お もむろに

問いかける。｢(う そをつかれたら),お

父さんは,ど んな気持ちになると思う?｣

｢･･一 お こった気持ち,で しょ｣｢違 うよ,

お こった気持 ちじゃないよ,悲 しい気持

ちだよ｣途 端に子 どもの 目から涙が こぼ

れ落ちた。｢お 父さん,(ぼ くが)し たの･･

･･あ やまって くるU子 どもははじかれた

ように駆け出したという。

子 どもの｢言 葉｣を 信 じるのではなく,

子 ども自身の人格 を信 じる。愛の原則

をそのまま体現 した一つの行いは10の

説教 よりも効果的だ。

アメリ力人の友人から贈られ

た 家族とペットの名前か書

かれた手製の壁掛け。｢み恵み

数えよ｣と 記された言葉は岸

家のモットーそのものた。

今度は新しい名前も加わる。

子どもを褒める,

しっかり見守る

●英 智(ひ てとも/長 男/17歳)

早朝セミナリーは｢1年 目は｣無 遅刻無欠席だ ったと誇る。

｢長男は大変ワ｣と 意見を求められるときに答えを見つ

ぜ禰 ～羅灘 繋騰

継 魏
岸兄弟姉妹 は子どもたちが 自分で選

んだ道を尊重 するようにも心がけてい

る。その選びに対 して,あ まり細かいこ

とは言わない。それぞれの人格 を大切

｢妻は教えることはとても

上手てすか 子ともを諭す

のはわたしの方か上手です

よ｣と 笑顔て言う。教会の

教えは家庭に欠かせないと

語る家族にとっては頼もし

く優しいお父さんだが 時

には｢最 近は亭主関Eヨにあ

こかれているんてすよ｣と

料理を作りながら一人つぶ

やくこともある。

レ

､

●

リアホナ/2001年12月 号

10

信子姉妹はこれまて エッセイや童話の作品て様々な賞を

受賞してきた。子育ての経験を生き生きと語る講演も好評。

この夏には これまて書きためた家族に関する 麟
ミ き サ

エ ッセイを集大成 し 念願の本 を出版 した。 ＼ 謬
。鋸騨
寧･

＼



罫

;!(》3士(}謡魁(》謡魁。〉旦}銘轟⊃1。〉

喜掌{}曳へC･宰隊コ(㌶9尋重:き¢傷4(き3

壬`馨c･皐隊⊃1蓄目`掌じ峯⊃螺1妾⑦新

蝉士昌(∂蟹舟ア1宴4(緊3士(∂遙富｢。4

9Tつ鉱曳へ尋測画⑦(}(牢(蚤マo(ンゑ4ン

4髪⊃1願壬歩(が車3･去曾峯94図剴4G賜

4酵)6マ4`〉多(》}マ掌Rコ管喜曇

コ(き3壬弘準準Ψ畔(∂購･ぎ号コ昇(∂酵Q!ソ

吾馨!ユ;～9ゴ辞轟(ラ4中(o賜(∂礁4尋4

尋`宰需マ氷}(ン藻き¢琴製(oを口(蚤3壬

轟

酬癬･蝉

雛

`不へ尋(ラ壱}
曳へ既孝(表3士Q準望§¢礁

つ(》。享準つマ9アQ劃⊃1。〉喜(表コ杯婁

`二～身託1(牢)マ44宰嘆謡螺(∂妾`44

季募↓'ソき¢吾孝コ(ン詳勲(謹3･去｣。鐸'箪

晦4宴粟(4工F輩コ覇認4宰}}県孕(き3

壬(∂Y6寧れ孝コo(2マ44宰扇1母(湿～｢£

コ。〉.喜`;～9算(孝呈マ｢)!loσ詳｣。艇

当与き亜9穿9呈3曾鼻ゑ〆1i副コ(表3士

皐講¥畔`陥4!=士×

。曳へ尋累1士難(2,喜コ

当率(馨接鐸`つ4つ。9望(きぞコ曾ゑ呈

耳;～｢9尋コvy･,垂∀ギ｣【へつ繋}〉去コ
ヨサ

翻判{蓮晋与きi牽9宴溜釦=～｢}/}/･ロムτ

4ム｣。いへ身詳(∂(へく字(…1ミを)〉具.。留

享監¥2｢y雲彰畔尋【ヘマ》ロムτ4ム｣

累1(44(歪3壬孝膿滋4a9老04i塞コ文へ

男･圭き¢矩暫与きi薫(ヨ4中薯`4}つ渚母

傷辞導(∂)ア珊尋γ妾Q曾.臥つ･畢;～｢(}3

壬尋翼:孕尋¢fkへ尋百;翼碧:｣(}王鼎⑦呈

募甥コ羨(∂妾9繋コ虚⊥。9勲裂kへ繋

孝器最(告〕聾尋準9.つ(半4(き.喜4･Ω。(2曳へ

).i牽)､へρ翼Ψ蠣重(2》つき字){Zkへ4鐡

`コマ(～
kへつ資`零N外/4磁9身母勲丼

鼎製;～々諸立[d犀1(∂型蕩i簿曳へ尋くへ(}穿

認`立季音0ε翻6罷士。認(㌶kへ(ラGぎ字

。曾kりユ∩黒1副ユ

∩=～壼干ル⑦∩デ♀旦上認〔添αc至.:β}

丑肖主､〔≠=～≠垂平♪⊇∫(碑昇葦ユ∩マ蕾王

等♪⑦≧海麟乏:睾}⑦肖i蛙苺⑦翼晶翌需

母･{ハrqr∠⑦2q垂2里⑦｢1士6
0｢v皐趾廻(P葦≧}曾

一巨潭刈髪vqr

∠⑦ρ丼判謁⊇一旱｢'蓼想⑦謁旱1監｣

⑦9勲4田).勲辮勲≡γY一

脅4当囲畠(∂遡獲尋4理

。写最(02｢(妥(弟(}塁マ(2Q瀦〉つ逸宰1⑦

〉鞭ゆY一(}立。･へ尋〉(き6‡Rコ〉観｣

`マ9畔琶3｢
己(ヨ4曳((ラC･き¢輩君｣。4(汐

躰頑(ラ鎌4孝(∂(2勲4田ぎ¢(頭尋焔二).σ

脅(}勲曳へ慕kレ(∂(さ4膣ア1)冥珊〆ソ(芸(享(翠)

γ鼻肚認9kへ}つ母寸ハ/4rよ⑦勲丹嘉

尉払劉膨鶉`き¢4(ン尋⊃1>塞翻8潟士

o(妥(乎⊃に妾Ψσ一(∂逡慰(∂}県壬｢。ア
むヰヨゆ

享立｢y(2薯£L4需コ(髪墾璽ζ享IY`需〔2穿

畔呈;～｢lc幽二享』｣。4(潔蓮嘉つ〕鋒圭

勲暫蝉･去呈レ。こ!644(}幽翻セ。4つ換

雅(象コ;～09嵜)tへ率寧γyむ(霧ξ藁(∂)ア

欧=～昼;車並`⊃1(ラ馨。(醜へ24勲甥【へ蟹

弘車茎車目v等〕倖}勲4翻翻1`[劉虫1(∂

製⑦音`勲昼;車並(o缶)次=～昼晶i葦⑦缶

着46詳…F煮驚馨き一畿

中翻県。マ》暴}

).つ礁胴立車譲

踵目).勲4[劉

翻z畢Q(∂戻⑦.

}季尋:鞍(ラ4

睾目。詳!y融

Q狙立尋!y》

コ恒吾饗9【ヘマ

蕊･｢舗麹｣

⑦遮甫

｢曾ミ疹⊃ケ車茎車目｣`宰246身孝ン〃(∂i塑霧

⊃1ムー必畢｢マ劉･(2尋コ噸瑳耳｣`胆宿

Og丸へ).吾粟逓凶⊃程み弔孝

マ〕倖詳!ソ指鉱⊇妾(旨〉尋算(孝呈測(享4

隼二～･去`き字%へ}(ン圃〉髄不へつ婆1ユ/ソ

右Q4σつ軍N一τ姜ン舌×<2需一r卜呑

ミ:恥。曾マロ{r勲丼需｢.臥峯曳へ)σ量｢⊃輸

鍵(》}R掌1;～コ9算〉}吾雲¥劃孝考蛍

⑦考〕懸字～≠4(表3士｣`§¢9誘¥1{薫宵財i薫

2｢4つ季Q尋⊃1(ごア鼻,喜).〉尋9呈写12

コ【へ粟留9ΨQ季(季(寧1;蛮書)｣。身曳へ}

σ£百>4思`(敦蓮罪19コ不へ冒`つコ

nマD｢∀嬉卑｢∀2.｣⊃1〔幻團王｢22?⊇∫巳ヒ奮?｢6n胃kりgq=ユ叩

葬〔?し俘∫9⊇∫∩=?曾》郵◇ユ中⑦∈葦晋｣2匹z⊇∫q?=丑⑦⊥旨｢崔看≡

(禦9L/蚤欧/⊆マ｢∀ユ)重≧6●



穣 蓼

,/謎

ジ
隅r 紫}

さ ドま る ご

糊騒

)蒙 学
｣

メ/
夢

一画 一∴

欝 啄.薗職 こ･. ^1

》.穰

旨4 .翠

ノ
･驚

轟
響
繋

転

轡

蓼

滋
零

･

酬

雫

暫

難

ちは触れに来るが,信 子姉妹はまったく

嫌な顔をしない。

｢不動｣の 畢せ探 し

信子姉 妹は母 親として次のように話

す。｢世 の中には神様の教えに反するこ

とがあふれています。10年 前に不道徳

だったことが,今 は社会で受け入れられ

て普 通になっています。現在,不 道徳

と言われていることでも,10年 後 には社

会に溶け込んでしまうか もしれません。

しか し,教 会で教 えられている標準は,

は っきりとした物差 しになってい ます。

その物差しに従っていれば間違うことは

ありません。教会 の中には,世 の中の

不道徳に左右 されない不動のものがあり

ます。｣英治兄弟 と信子姉妹は｢教 会で福

音 を学ばなければ子 どもたちを正しく導

くことは不可 能で した｣と 確信 を込めて

語 る。

2001年11月1日 。岸家には10番 目の

子どもとなる七男が誕生 した。そして信

子姉妹が語 ったように,ど んな試練に遭

っても揺 るぎない心 を持った子 どもに育
ふ ど う

ってほしいという願いが込められ｢不 動｣

君 と命名された。

｢幸福って何だろう?｣と 信子姉妹は自

作のエッセイの中で問いかける。

｢"健 康"か な?い や,違 う。病気や

身体の不 自由な人が,み んな不幸 って

わけじゃない。･

"お 金"?そ れ も違う
。 どんなにお金

があったとしても,幸 せじゃない人だっ

て,た くさんいる。
"子 ども"?そ れ も違う

。子 どもがい

なくても幸福に暮らしている夫婦を,私

は何組も知っている。

"仕 事"?い や違 う
。仕事で成 功し

た人が幸せとは限らないし,失 業 した人

が不幸とも限らない。

じゃあ,幸 福って?

『雨の日だって楽 しいよ』と,言 えるこ

とかも知れないな。

環境 に左右 されず,状 況に左右 され

ず,ど んな中からも,楽 しさを見つけだ

すカ…。｣(『子育てってたのしいよ1』222)

一家 は今 どき珍 しい｢大 家族｣と してメ

ディアに紹介されることも多い。 しかし
ひ

岸家族が人々を惹きつけるのは,た だ大

家族であるからではない。 どんな環境や

状況 にあって も｢幸 せ探 し｣が 上手で,

接する人を温かい気持ちにさせてくれる

家族だか らだ。｢幸 せ探 し｣は 福音の本

質でもある。不道徳や不 安に満ちた時

代にあって,そ れに左右 されず｢不 動｣

に幸 せであり続 ける岸家 族の生 きざま

は,こ れからますます世の人の目に輝い

て見えることだろう。□

･?

日本教
蟻終趨

日本のメ弛 アと末日聖徒

●明治5年G872年)3月29Elの 『東京

日日新聞』(発刊の系譜は後の毎日新聞へと

つながる)の記念すべき創刊号第一面には,

｢米国塩湖ヨリ朋友二送ル｣と いう見出しで

ソルトレーク市内の挿し絵とともに,岩 倉

使節団からの書簡の抜粋が掲載されてい

る。記事中には｢モ ルモン宗｣や｢開 宗の導

師ヨング｣(ヤ ング大管長)と いう表記が見

られ,日 本国指導者から見た教会との出会

いや印象について報じられている。その後,

日本のメディアで教会について報じられる

ことは,明 治34年(1901年)3月 にヒー

バー･｣･グ ラントと3人 の宣教師が来日す

るまで皆無に等しかった。

●明治34年8月16日 の｢時 事新報』は｢モ
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ルモン宗の由来｣と 題してロレンゾ･スノー

大管長とソルトレーク神殿の挿し絵を掲載

しながら,教 会の歴史について解説してい

る。その中ではすでに｢モルモン経｣や｢イ

ンダーメント｣(エンダウメント)という言葉

まで登場する。最初の4人 の宣教師が横浜

に到着した直後にもかかわらず,新 聞社は

r

》 ㌦

1灘鳥 蓑
ま･て おらず涯 本 虚 誠 氏 ハ

語訳は存在する由 馨琶 鎚甑 レ

《燕 羅ざ挙 ㌃ス

霧ゼ 糞
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雛

もなかった。日本に神殿が建設さ

れる80年 前にも肋'わ らず その こ

儀式についてまで新聞で報じてい 姦

たのである。また別面で『時事新 黛静

報』は4人 の宣教師の似顔絵を掲

載し,

十二使徒から伊藤博文侯への紹

禽

明治34年8月16日 付の『時事新報』には壌舗ノ%

最初の4人の宣教師の似顔絵と言炎話か暢載された.塾

ハ

ー諜難 転㎝ ㎝珊 鷺難
嚢鷺'鷺 噌駕

『東京日日新聞』の創刊号(左)に掲載されたソルトレー

ク(瞳湖)の挿し絵。左側にテンプルスクウェア,後 方

にワサッチ山脈が描かれている。 騨 満

/灘

撫 黙

嚇撫
難 磁
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